
欧
　
洲
職
瘍
ミ

天
候

　
　
　
　
曝
　
西
部
戦
線
ご
天
候

　
叢
に
は
西
部
戦
線
の
天
候
を
述
べ
る
。
　
　
　
〆

　
　
一
九
一
四
年
秋
よ
り
一
九
一
五
年
五
月
に
至
る

　
雨
冠
ご
も
行
動
は
天
候
に
俘
う
て
行
は
れ
把
ご
言
う
て

宜
し
い
。
冬
に
近
づ
き
い
つ
れ
も
冬
螢
の
準
備
に
取
か
》

る
○
濁
逸
は
ロ
ッ
プ
川
ダ
ム
か
ら
羊
毛
皮
、
毛
皮
外
套
を

買
入
れ
陀
○
佛
國
陸
軍
省
は
地
方
長
官
に
訓
令
し
て
、
兵

士
用
の
毛
製
下
着
、
手
袋
、
靴
下
や
毛
布
を
速
に
買
上
ぐ

べ
き
こ
ご
を
命
じ
π
。
高
等
國
は
印
度
兵
の
爲
め
に
特
に

防
寒
具
の
調
製
に
意
を
用
み
だ
○
そ
し
て
各
國
か
ら
多
額

の
防
寒
其
の
注
丈
を
受
取
っ
セ
の
は
合
衆
國
で
あ
る
○

　
多
の
寒
氣
爾
雪
は
警
備
生
活
難
を
非
常
に
苦
し
め
た
。

凍
死
、
凍
傷
、
呼
吸
器
病
が
頻
々
ご
現
は
れ
π
Q
其
結
果

整
壕
が
非
常
に
改
良
せ
ら
れ
泥
○

第
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
獣
洲
戦
慶
ご
天
候

（
下
）文

學
士
　
中
　
　
目

畳
　
轡

　
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
で
、
尤
も
困
難
を
蔵
じ
π
の
は
泥
の
中

の
大
砲
運
搬
で
あ
っ
π
o
そ
れ
か
ら
徹
味
方
共
自
動
車
滋

路
の
露
量
に
全
力
を
誌
し
た
〇

　
十
」
月
中
頃
に
烈
し
い
西
風
が
雨
を
俘
ひ
，
ニ
ユ
ー
ポ

川
（
Z
…
2
℃
＾
蓉
）
の
悶
門
か
ら
北
海
の
水
を
陸
上
へ
濃
ら
し

陀
○
聯
合
軍
は
助
か
っ
た
が
、
燭
軍
は
塑
壕
の
中
か
ら
洗

ひ
出
さ
れ
π
o
爲
め
に
水
中
の
戦
闘
が
毎
矯
の
糠
に
行
は

れ
陀
Q
而
し
て
天
候
の
最
悪
の
時
だ
け
戦
闘
が
止
ん
だ
Q

　
一
月
五
日
か
ら
十
五
日
ま
で
は
爾
、
雪
、
霧
、
泥
で
軍

事
行
動
が
全
く
止
っ
だ
Q
一
刃
中
頃
に
佛
軍
が
エ
ー
ヌ
（

と
。
。
一
副
応
）
河
を
渡
っ
て
退
却
し
だ
の
は
、
洪
水
の
爲
め
に
橋

が
落
ち
、
糧
食
運
搬
が
不
可
能
こ
な
つ
π
爲
め
だ
こ
言
は

れ
て
居
る
○
此
の
如
き
天
候
の
聯
合
軍
に
押
す
る
責
め
て

も
の
利
盆
を
暴
れ
ば
、
敵
の
榴
彊
が
泥
の
中
に
深
く
食
ひ

第
二
號
　
　
　
一
四
五
　
（
三
一
・
三
）



ち

瞭

晦

　
　
　
第
西
讐
　
　
雑
　
纂
　
　
歓
洲
職
鳩
ご
莱
饒

込
ん
で
か
ら
破
裂
す
お
位
の
事
に
過
ぎ
な
い
。

　
霧
の
烈
し
い
時
嫉
砲
兵
職
は
中
止
さ
れ
仁
。
十
月
の
末

に
は
ヅ
オ
ー
ジ
ユ
（
く
8
σ
q
霧
）
由
に
降
雪
が
あ
り
、
十
一
月

の
申
頃
に
は
戦
線
全
部
氣
温
が
氷
黙
以
下
に
降
つ
把
。
十

二
月
の
初
め
に
は
ヅ
オ
！
ジ
ユ
由
鞍
部
防
禦
の
各
隊
は
深

さ
二
尺
の
雪
中
の
中
で
圖
つ
惣
。
一
月
に
は
佛
國
の
ア
π

プ
ス
一
隊
が
ス
キ
ー
で
激
に
突
喚
し
π
Q

　
春
の
雪
解
け
ま
で
は
餐
方
面
概
し
て
不
活
濃
に
終
つ
柁

　
　
】
九
一
五
年
五
月
よ
り
岡
年
＋
月
に
至
る

　
冬
の
様
な
天
候
の
妨
げ
は
有
る
ま
い
巴
世
人
一
般
に
信

じ
て
居
っ
た
。
庭
が
一
方
に
暑
氣
の
呑
め
に
戦
闘
の
困
難

を
見
た
王
に
、
爾
も
亦
聡
く
、
霧
も
少
か
ら
ず
、
砲
兵
戦

は
不
可
能
の
蕩
合
多
く
、
時
々
塑
壕
載
が
行
は
れ
た
に
過

脅
ぎ
な
い
。

；
一
九
一
五
年
＋
月
ま
り
一
九
一
六
年
二
月
に
至
る

　
大
鵬
現
欺
維
持
で
あ
る
が
、
画
鍬
の
愛
b
や
す
い
秋
冬

の
天
候
ご
軍
事
的
活
動
の
湾
長
ご
が
霜
接
0
3
關
係
を
示
し 　

　
　
　
　
　
　
　
帯
〃
二
　
晒
脇
　
　
　
一
田
　
山
ハ
　
（
一
二
一
M
四
）

て
居
る
の
が
特
色
ご
云
う
て
究
し
い
。
晴
天
に
は
砲
兵
戦

や
室
中
夏
｝
動
が
行
は
れ
、
｝
鵬
霧
に
は
射
撃
が
鴎
難
こ
な
り

泥
が
軍
隊
の
蓮
動
を
中
止
せ
一
め
る
こ
い
ふ
の
が
原
則
で

あ
る
。
英
佛
蜜
・
が
九
月
十
月
に
シ
ャ
ン
パ
二
一
ュ
爪
Ω
｝
§
｝

℃
軽
。
）
及
び
ア
〃
ト
ァ
（
〉
・
ε
冨
、
に
進
戯
し
セ
持
ば
多
一

濃
霧
を
利
用
し
た
。
其
後
爾
の
爲
に
活
動
が
象
り
、
惰
氣

を
生
じ
把
Q
十
一
月
末
に
は
華
商
櫓
當
戦
線
は
、
鯨
の
爲

め
に
行
動
中
止
の
朕
態
こ
な
つ
把
。
十
二
月
に
入
っ
て
暴

風
雨
が
頻
繁
ざ
な
つ
π
〇
十
二
月
の
初
に
當
リ
イ
ー
ぜ
〃

（
く
ω
o
一
．
）
地
方
の
洪
水
の
斜
め
、
掲
軍
は
其
璽
壕
の
一
部
を

棄
て
た
〇
十
二
月
申
頃
に
は
H
々
の
雨
、
洪
水
、
泥
で
大

規
模
の
戦
翻
，
が
不
可
能
こ
な
っ
た
。
毒
琵
斯
使
用
が
盛
ん

に
行
は
れ
た
二
月
初
に
佛
軍
の
砲
撃
で
シ
ヤ
ソ
バ
ー
一
　
ユ

に
あ
る
毒
琵
斯
タ
ン
ク
が
破
壊
せ
ら
れ
、
丁
度
画
風
の
時

、
で
二
軍
の
方
に
吹
い
て
行
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
鳶

　
各
方
面
共
一
陽
來
復
を
待
っ
て
居
つ
だ
○
即
ち
二
月
末

に
至
b
総
軍
の
ヅ
エ
声
ダ
ソ
つ
，
。
三
三
ご
攻
撃
が
始
ま
つ
ね



春
に
な
り
天
候
の
恢
復
ご
共
に
聯
合
軍
の
大
前
進
を
期
待

し
た
濁
軍
は
、
其
勢
力
を
殺
ぐ
目
的
で
、
機
先
を
制
し
て

此
爆
に
及
ん
だ
も
の
こ
信
ぜ
ら
れ
て
居
る
。
所
が
少
し
早

過
ぎ
κ
。
攻
撃
開
始
後
聞
も
な
く
大
暴
風
が
あ
り
、
．
降
雪

が
あ
り
、
叉
そ
れ
以
上
に
敵
味
方
を
惰
ま
し
π
の
は
雪
解

け
で
あ
る
。
把
め
に
自
然
ご
惰
氣
を
催
し
把
。
毒
琵
斯
の

使
用
を
試
み
て
も
、
風
が
攣
り
や
す
く
て
眼
瞼
で
あ
っ
た

　
防
寒
の
設
備
は
前
年
よ
り
遙
に
蓬
訂
し
π
○
ヴ
オ
ー
ジ

ユ
山
の
雪
の
多
い
職
傷
で
は
、
衛
生
隙
が
櫨
を
使
用
し
π

　
　
一
九
一
六
年
の
春
夏

　
ヅ
エ
川
ダ
ン
攻
撃
は
、
不
良
の
天
候
の
中
に
あ
り
て
頑

強
に
縫
績
さ
れ
犯
○
結
果
は
世
人
の
知
る
通
り
で
あ
る
り

春
に
於
て
は
特
筆
す
べ
き
程
の
事
は
な
い
。
毒
瓦
斯
は
敵

味
方
共
に
使
用
し
た
が
、
爾
方
に
失
敗
の
最
合
が
あ
っ
π

聯
合
軍
は
七
月
始
め
の
好
天
氣
を
期
し
て
ソ
ン
ム
（
ω
o
已

諺
。
）
方
面
で
大
蓮
繋
を
行
つ
だ
。
夏
の
間
時
々
不
良
の
天

候
が
現
は
れ
、
霧
の
た
め
に
聯
合
軍
の
建
仁
が
聯
絡
を
失

　
　
略
第
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
欧
洲
戦
霧
建
天
撲

っ
た
こ
ご
な
．
ε
も
あ
る
〇

　
　
一
九
に
エ
雪
年
秋
寒
ノ

　
西
域
特
有
の
暴
風
勝
ち
の
時
期
た
る
十
一
月
中
旬
に
至

り
、
西
部
側
線
に
は
一
般
に
降
雪
が
あ
っ
弛
。
飛
行
も
出

相
す
、
砲
撃
も
出
頭
す
、
斬
伸
子
か
ら
蜘
が
出
せ
ぬ
こ
な
れ

ば
、
載
岡
は
臼
然
申
止
で
あ
る
。
川
や
低
地
は
氾
濫
す
る

董
壕
や
弾
穴
（
砲
弾
が
地
面
に
ア
バ
タ
の
様
に
作
っ
た
穴
）

に
水
が
溜
っ
て
大
部
隊
の
行
動
が
不
可
能
こ
な
る
。
天
候

が
好
く
な
る
ご
活
動
が
飴
ま
る
。

　
冬
に
な
っ
て
ソ
ン
ム
職
の
行
は
る
べ
き
こ
ご
が
秋
の
初

に
知
れ
て
居
つ
π
○
所
が
十
二
月
一
・
一
十
八
日
に
英
國
の
モ

ー
リ
ス
（
竃
ρ
ξ
圃
8
）
醤
軍
は
、
天
候
不
良
の
矯
め
に
聯
合

軍
の
ソ
ン
ム
進
撃
は
豫
期
の
敷
島
を
牧
め
な
い
、
三
月
に

至
ら
ば
再
び
開
始
す
る
ご
云
ふ
事
を
満
し
て
居
る
〇
十
二

月
二
十
九
日
の
へ
ー
グ
（
甲
蟹
σ
q
）
將
軍
の
報
告
の
中
に
は
、

濁
軍
が
全
敗
を
免
れ
π
の
は
天
候
不
良
の
結
果
英
軍
が
思

ふ
存
分
に
活
動
が
出
來
な
か
つ
π
爲
め
で
あ
る
ご
言
う
て

第
一
一
號
　
　
　
一
四
七
　
（
三
一
五
）



「

．
　
第
四
巻
　
維
纂
　
駄
洲
戦
場
ミ
天
候

　
冷
居
る
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
防
寒
の
設
備
は
前
年
よ
り
一
屠
進
歩
し
把
Q
防
水
薪
な

ご
》
い
ふ
も
の
も
駿
朋
せ
ら
れ
、
答
種
の
防
水
具
が
使
用

さ
れ
陀
Q
無
爵
の
タ
ン
ク
は
葱
部
職
線
の
秋
冬
期
の
泥
に

は
役
に
立
π
兎
こ
い
ふ
こ
ご
が
分
っ
て
来
だ
〇

　
　
一
九
一
七
年
の
春
夏

7
　
一
九
一
日
目
年
レ
℃
薗
μ
一
目
に
禍
照
ま
つ
把
ソ
ン
ム
一
戦
は
、
…
同

年
十
一
月
に
は
自
然
中
止
の
薄
雲
こ
な
つ
堤
。
ム
ー
年
春
に

再
び
開
始
の
説
が
行
は
れ
た
Q
所
が
天
六
が
不
良
で
随
行

さ
れ
な
い
Q
寒
い
B
を
選
ん
で
三
月
の
初
に
猫
軍
の
一
命

が
退
却
し
た
。
之
は
能
く
天
氣
を
豫
満
し
元
結
果
ご
思
は

れ
る
○
間
も
な
く
暖
い
a
が
來
り
、
霜
解
の
爲
め
愚
慮
の

追
撃
が
出
会
な
か
つ
元
。

　
四
月
の
末
頃
ま
で
此
不
良
の
天
候
が
績
い
た
が
、
聯
」
倉

軍
は
謎
々
進
出
し
た
。
四
月
の
末
に
天
候
が
涙
復
す
る
ご

今
度
は
暑
氣
に
儲
ま
さ
れ
だ
○
ま
陀
雨
風
も
少
く
な
か
っ

た
○
軍
轟
行
動
も
其
都
度
影
響
を
受
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
一
四
八
　
（
三
一
六
）

　
　
一
九
一
七
年
秋
よ
り
一
九
一
八
年
初
に
至
る

　
へ
ー
グ
将
軍
の
一
九
一
七
年
一
般
報
告
に
あ
る
如
く
、

聯
合
軍
の
將
卒
は
入
間
業
以
上
の
努
力
を
し
元
が
、
例
年

に
な
い
降
雨
を
初
め
こ
し
て
、
幾
多
の
障
害
が
敵
の
抵
抗

以
上
に
軍
の
行
動
を
妨
げ
元
の
で
あ
る
○
同
じ
不
良
の
天

候
で
も
、
濁
軍
が
大
に
之
を
利
用
し
把
こ
ご
を
聯
倉
軍
は

認
め
て
居
る
模
で
あ
る
Q
十
月
七
臼
に
ヅ
オ
ー
ジ
ユ
山
に

初
雪
が
降
り
○
佛
國
の
天
は
將
に
大
に
寒
か
ら
ん
こ
し
て

居
る
◎

　
十
一
月
二
十
“
に
輩
ハ
軍
の
タ
ン
ク
が
カ
ン
ブ
レ
ー
（
6
算

鉱
遷
ρ
ご
方
面
で
大
に
活
錘
し
成
功
を
し
無
様
噂
あ
る
。
之

は
天
候
を
能
く
利
用
し
た
結
果
で
あ
る
ビ
云
ふ
て
、
英
軍

側
は
肖
慢
を
し
て
居
る
ち
し
い
。
之
か
ら
愈
々
多
に
な
る

が
、
例
年
の
通
り
戦
闘
中
止
の
駅
態
こ
な
る
○
此
冬
は
特

に
寒
極
が
強
く
雲
が
多
い
標
で
あ
っ
た
〇
十
二
月
骨
九
日

の
通
信
に
は
全
佛
由
國
に
降
雪
が
あ
り
、
南
は
ツ
ー
ロ
ン
（

同
〇
二
一
〇
乙
に
及
び
、
鐵
蓮
自
動
車
の
運
蒋
が
止
つ
π
庭
が



多
い
ご
あ
る
。
多
は
職
闘
中
止
の
蒔
期
で
、
大
網
は
四
月

過
ら
十
一
月
の
間
に
限
多
ご
云
ふ
て
宜
し
い
。

　
　
　
　
盃
　
東
部
職
線
ご
天
候

　
　
一
九
西
年
歯
ポ
リ
一
空
五
年
五
刀
に
至
る

　
寒
期
の
軽
め
に
軍
事
行
動
が
影
響
を
受
け
た
の
は
　
東

部
曲
線
が
最
も
著
し
い
○
ガ
リ
シ
ヤ
か
ら
は
九
月
の
中
頃

に
軍
隊
が
寒
氣
の
た
め
に
悩
ま
さ
れ
て
居
る
こ
い
ふ
麺
信

が
來
う
、
十
月
初
に
は
雪
中
に
行
軍
や
露
螢
が
行
は
れ
だ

露
兵
は
厚
い
外
套
を
着
て
何
こ
も
思
は
ぬ
が
、
填
國
兵
は

少
か
ら
ず
苦
し
ん
だ
Q
東
北
部
に
於
て
は
十
月
の
初
に
寒

氣
が
襲
ふ
て
來
て
、
之
れ
に
雄
節
が
大
に
驚
き
、
厚
い
外

套
を
持
惣
濾
爲
め
に
甚
し
一
苦
し
ん
だ
。
冬
前
に
露
軍
を

撃
退
し
や
う
こ
い
ふ
麗
的
を
途
ぐ
る
事
が
出
置
な
か
っ
た

濁
軍
は
、
ポ
レ
ラ
ソ
ド
に
於
け
る
冬
期
職
を
畳
悟
を
し
た

　
十
月
の
末
ボ
」
ラ
ン
ー
3
に
於
て
は
、
降
雪
の
影
響
を
受

け
露
軍
の
攻
勢
が
鈍
り
始
め
た
．
之
が
爾
め
に
燭
填
軍
の

退
却
は
総
目
捜
に
行
は
れ
、
相
當
に
張
い
抵
抗
を
與
へ
た
。

　
　
　
第
凹
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
欧
洲
戦
塙
定
天
候

濁
懊
軍
の
方
も
輔
重
の
停
滞
の
爲
め
に
苦
し
ん
だ
〇
十
二

月
に
は
少
し
暖
い
臼
が
あ
h
、
地
面
が
柔
か
に
な
り
、
大

砲
の
操
縦
が
困
難
こ
な
り
戦
圏
は
中
止
さ
れ
仁
○

　
こ
の
東
部
載
線
で
は
、
軍
累
行
動
が
天
候
ご
密
接
の
關

係
を
示
し
た
Q
少
し
暖
い
時
は
地
面
が
柔
か
く
な
る
の
で

職
闘
が
止
り
、
寒
く
な
る
ご
ま
柁
始
ま
る
Q
即
ち
温
度
の

曲
線
ご
軍
事
的
活
動
の
曲
線
は
正
反
甥
に
動
い
た
こ
い
ふ

て
宜
し
い

　
こ
の
期
間
の
粛
軍
の
一
事
業
は
、
降
雪
の
中
に
カ
ル
パ

チ
ャ
山
を
越
ね
た
こ
ご
で
あ
る
。
寒
暑
ご
雪
の
儒
め
に
非

常
に
辛
酸
を
嘗
め
に
○

　
凝
議
は
秋
け
縷
験
に
よ
り
て
雪
解
け
前
に
前
進
せ
ん
こ

し
把
○
庭
が
此
際
濁
軍
の
装
甲
自
動
車
は
操
縦
甚
だ
不
便

で
あ
っ
た
が
、
露
軍
の
自
動
車
は
重
量
が
濁
軍
自
動
車
の

五
分
一
に
過
ぎ
ぬ
爾
め
、
非
常
に
便
利
で
あ
っ
π
。
・
ン

デ
ン
ブ
ル
グ
賂
軍
が
二
月
の
初
に
東
ブ
”
シ
ヤ
か
ら
前
進

し
て
露
軍
を
挾
撃
し
や
う
こ
し
柁
が
、
俄
に
雪
解
け
が
始
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（
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第
四
巻
　
　
雑
，
纂
　
　
欧
洲
職
傷
、
・
㌔
天
候

ま
つ
惣
の
で
行
動
が
鈍
り
、
北
の
翼
の
前
進
が
遅
れ
、
惰

の
翼
ご
合
す
る
こ
ご
が
出
職
な
ん
だ
の
で
、
…
逐
に
長
蛇
を

逸
し
た
観
が
あ
る
％
全
く
天
候
の
影
響
で
あ
る
〇
三
月
末

に
東
プ
ロ
シ
ア
の
湖
水
の
氷
を
渡
っ
て
前
進
し
た
猫
の
一

軍
團
は
俄
に
氷
が
解
け
て
非
常
の
損
害
を
受
け
た
○

　
カ
μ
パ
チ
や
山
中
の
激
戦
は
三
月
申
績
い
把
が
，
敵
味

方
共
に
得
る
豚
が
無
か
つ
窪
、
露
命
は
始
め
は
非
常
の
勢

で
、
千
辛
萬
苦
輪
に
嘗
め
蓋
し
て
進
ん
だ
が
、
後
に
は
其

前
進
が
鈍
つ
π
．
天
候
の
た
め
か
何
か
分
ら
ぬ
○
こ
の
カ

ア
パ
チ
㌣
載
は
今
に
一
つ
の
謎
こ
な
っ
て
居
る
。

　
二
月
の
申
頃
．
露
軍
が
ブ
コ
ヰ
ナ
（
三
二
。
三
二
拶
〉
か
ら
退

却
し
た
の
は
、
洪
水
で
後
方
こ
の
蓮
絡
を
断
た
れ
ん
こ
し

た
か
ら
で
あ
る
G

　
　
一
九
一
五
年
五
月
よ
り
同
年
十
月
に
至
る

　
燭
軍
は
ニ
コ
ラ
ス
太
公
の
峯
み
る
露
軍
を
挾
撃
し
て
、
．

一
網
打
監
せ
ん
ε
し
把
が
不
成
功
に
終
り
、
露
軍
・
を
逸
し

た
。
濁
軍
は
之
を
追
撃
し
把
。
心
素
は
秋
の
降
雨
前
に
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
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五
〇
　
（
三
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ー
ラ
ン
ド
を
片
付
け
、
直
道
線
路
淋
毒
を
占
領
し
て
冬
警

の
準
備
を
す
る
必
要
が
あ
っ
な
。
そ
こ
で
非
常
の
努
力
を

し
た
○
凡
て
が
天
候
を
思
事
こ
し
て
打
鋒
さ
れ
覚
も
の
こ

見
て
算
し
い
◎

　
　
一
九
一
五
年
十
月
よ
り
一
九
一
⊥
ハ
年
二
月
に
至
る

　
濁
軍
の
冬
管
設
備
は
中
々
完
備
し
π
も
の
で
め
っ
た
。

露
軍
は
寒
氣
の
強
い
時
は
活
動
し
π
○
そ
し
て
春
の
雲
解
、

け
の
時
に
至
り
濁
軍
は
水
の
た
め
に
非
常
・
し
苦
し
ん
だ
○

此
庭
の
画
筆
は
沼
澤
載
ご
幕
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
∪
沼

澤
の
凍
ら
澱
聞
は
何
等
の
防
禦
が
い
ら
な
い
○
敵
味
方
遠

方
か
ら
に
ら
み
合
っ
て
居
る
○
凍
っ
て
る
時
は
鐵
條
綱
を

張
っ
て
防
禦
す
る
。
而
し
て
庭
々
で
一
騎
打
が
行
は
れ
る

　
　
一
九
一
ふ
ハ
年
｛
春
夏

　
冬
期
の
凱
陣
に
於
て
は
濁
軍
は
概
し
て
高
地
に
糠
っ
て

居
っ
た
か
ら
、
鯨
解
け
が
始
ま
る
ご
露
軍
は
自
然
退
却
す

る
も
の
こ
信
ぜ
ら
れ
て
居
っ
た
¢
然
る
に
爾
軍
馬
互
に
高

地
を
占
領
し
や
う
こ
し
て
其
庭
広
庭
に
戦
勲
が
行
は
れ
把



　
七
月
八
月
ガ
リ
シ
ヤ
に
は
洪
水
が
あ
り
、
軍
事
行
動
が

鈍
っ
た
。
其
事
で
此
方
面
の
濁
軍
は
他
の
方
面
に
移
さ
れ

π
〇

　
　
一
九
一
山
ハ
な
＋
の
秋
冬
ノ
O

　
冬
二
期
に
は
大
規
模
の
載
闘
は
た
炉
く
、
小
…
戦
闘
が
頻
繁
に

行
は
れ
た
。
特
に
寒
菅
に
馴
れ
だ
露
兵
は
時
々
猫
軍
を
襲

撃
し
、
就
中
西
伯
利
丘
ハ
は
大
に
武
勢
を
め
ら
は
し
た
∪
ヵ

粥
バ
チ
や
山
で
は
九
月
二
十
臼
に
雪
が
降
b
十
1
1
二
十
三

日
に
は
慮
に
よ
っ
て
は
積
雪
四
尺
に
達
し
て
居
ウ
セ
〇

　
　
一
九
一
七
年
の
春
夏

　
天
候
の
雲
霧
上
、
二
月
初
に
は
大
活
動
が
な
か
つ
陀
Q
そ

れ
か
ら
雲
解
け
が
始
ま
b
、
績
い
て
露
西
亜
の
革
命
が
始

ま
っ
た
○
掲
軍
は
泥
の
爲
め
に
砲
兵
や
輔
重
の
楡
邊
が
雲

脚
ぬ
か
ら
、
革
命
を
利
用
し
て
追
撃
す
る
こ
ご
が
出
平
な

か
っ
た
）

　
　
一
九
一
七
年
秋
よ
り
一
九
一
八
年
初
に
至
る

　
リ
ガ
の
陥
落
ご
共
に
猫
軍
が
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
に
進
撃

　
　
　
第
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
駄
洲
9
戦
磨
ご
天
候

す
る
だ
ら
う
、
こ
い
ふ
心
配
が
あ
っ
た
が
、
降
雨
ご
悪
路
の

疇
節
で
あ
り
、
薩
ぐ
之
に
績
い
て
氷
ご
雲
の
時
節
こ
な
る

か
ら
、
濁
軍
が
無
謀
な
…
進
撃
を
せ
み
事
は
醐
で
あ
る
。
そ

れ
で
リ
ガ
よ
り
萌
へ
は
進
ま
な
い
で
、
西
部
職
線
に
向
つ

た
。
之
は
後
に
は
政
治
的
の
原
因
も
あ
る
だ
ら
う
が
、
始

め
は
軍
に
天
候
上
の
原
因
に
基
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
諏
　
む
す
び

　
右
に
述
べ
た
慮
は
極
め
て
簡
箪
で
あ
る
が
、
構
ほ
天
候

が
如
何
に
現
代
の
職
雫
に
影
響
を
輿
ふ
る
も
の
で
あ
る
か

の
一
班
を
知
る
に
足
る
ご
思
ふ
。
交
明
が
進
め
ば
職
箏
は

地
理
ε
か
天
候
こ
か
を
超
越
す
る
様
に
思
ふ
入
も
あ
る
で

あ
ら
う
が
、
事
實
は
全
く
反
照
を
示
し
て
居
る
○
冷
H
の

職
雫
は
昔
よ
り
も
一
履
地
理
や
天
候
を
能
く
利
用
せ
ね
ば

な
ら
溌
…
標
に
な
っ
て
來
て
居
る
○
即
ち
廣
義
の
地
理
學
の

必
要
が
釜
々
戚
毯
ら
れ
て
來
る
次
第
で
あ
る
。
へ
大
正
七
、

十
一
、
一
）

第
二
號
　
　
　
一
五
一
　
（
三
一
九
）


